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質量販売対応安全機器に係る技術基準の整備について

平成１６年１２月

高圧ガス保安協会

１．主旨

経済産業省では 「規制改革推進３か年計画」に基づき、質量販売可能な量の上限を、

従来の２０㍑から２５㍑に拡大する等の規制緩和を平成１７年度から実施する予定で

ある。

このため、質量販売対応安全機器（カップリング付き容器バルブ、カップリング付

き高圧ホース及びカップリング付き調整器）の開発事業の成果を踏まえて質量販売対

応安全機器に係る基準を整備し、当該安全機器の普及を図るため、高圧ガス保安協会

基準「液化石油ガス用調整器技術基準（Ｓ０７３５ 」及び「液化石油ガス用継手金具）

付高圧ホース技術基準（Ｓ０７３６ 」を改正する。）

（注）質量販売対応安全機器とは、容器と接続する取付部の構造が、プラグとソケット形状になっ
ており、着脱の操作が簡便でかつ接続部が外れた場合に自動的にガスを遮断する機能を有す
る容器用弁、調整器、高圧ホースを言う。

２．検討経緯

液化石油ガス部会器具省令関係専門委員会（主査 小川輝繁 横浜国立大学教授）に

おいて技術基準案を審議した。

<審議日程>

①平成１６年１２月 ６日 技術基準案の説明及び技術基準案に対する意見提出

～１２月１０日

②平成１６年１２月１３日 器具省令関係専門委員会・技術基準案の承認

３．専門委員会における検討結果

技術基準案は、高圧ガス保安協会基準「液化石油ガス用調整器技術基準（Ｓ０７３

５ 」及び「液化石油ガス用継手金具付高圧ホース技術基準（Ｓ０７３６ 」にカップ） ）

リングに係る材料・構造・性能等の技術基準を追加した。

４．今後のスケジュール

液化石油ガス部会 平成１６年１２月１７日

書面投票 液化石油ガス部会終了後実施

液化石油ガス部会で承認後、パブリックコメントを実施
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